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　　　　 　うして病院はこんなに不自由なんだ

　　　　　ろう」、そう思った方は少なくないと思

います。長い待ち時間、わかりにくい案内、ス

タッフを呼んでもなかなか来ない。病院は「ヒ

ト」に加え、「病気」という非常に不確実なモノ

を相手にしているために、すべてが時間通

り、思い通りには進みません。そんな中、働き

方の変革のためにDX (digital transformation) 

が役立ちます。

　ほとんどの病院ではコミュニケーションツー

ルとして電話を使っています。一方、日常生

活ではどうでしょう、電話連絡を行うことはほと

んどなく、スマホでのメッセージがほとんどで

はないでしょうか？電話による、待ち時間や

相手の時間を奪ってしまうことの不自由さが

わかっているからです。様々な病気の患者さ

んが入院している急性期病棟では、職員は

患者さんのケアのみならず、業務連絡で院

内中を歩き回ることも多く、アナログ対応によ

る非効率な業務では疲弊してしまいます。わ

れわれが「日常」で多くの恩恵を受けている

はずのスマホを中心としたICT化が、実は「病

院」ではなかなか実現化されていません。

　現在、白十字病院ではすでに職員用

iPhoneが導入されており、脳卒中センターを

手始めに院内メッセージ機能の充実化を

図っていきます。それにより、1対1のコミュニ

ケーションのみならず、グループチャットによ

る情報共有で、さらに多くのコミュニケーショ

ンを生み出すことができます。それがさらなる

協働を促進し、業務の効率化、働き方改革

に繋がります。また、ペーパーレスシステムや

電子処方箋、マイナンバーカード導入などの

デジタルシフトをすすめています。病院の医

療DXは、最終的に患者さんの医療に対する

不自由さを解消させ、医療の質を高めてくれ

るものと信じています。２０２３年、白十字病院

DXセンターは「日常を病院へ」を合言葉に、

白十字会のDXをさらに進めていきます。

　　　　だまだ使用できる文房具、ランドセ

　　 ルなどの不用品…余っていません

か？定期的に当法人職員に呼びかけてい

ます。

　白十字会グループは、２００９年度から「企

業の社会的責任（CSR）」を果たすため社会

貢献活動に取り組んでいます。取り組みの

一つに、『文房具寄付活動』を行っていま

す。

　日本では、使わなくなったランドセルを大

切にとっておいてある方が７０％を占めてい

るそうです。思い出の品を、今必要としてい

る子供たちへ届けたい、という思いに賛同し

た職員がランドセルや鉛筆、その他たくさん

の文房具用品を寄付しています。集められ

た文房具は、「教育支援による貧困の脱却」

を活動理念に掲げる一般財団法人ＮPＯ法

人ＪＩＹＵを通じて、ベトナム・カンボジアな

どの学校や施設に届けられます。

　寄付している主な地域は、貧困などで十分

な教育を受けることができず、将来の夢を諦

めてしまう子供たちが多く、物資も足りなけれ

ば、教師も不足しているのが現状です。中に

は本屋もなく図書館もないため、寄付される

本で勉強する程度の地域もあります。勉強を

したくても出来ない子供たちへ、少しでも勉

強ができる環境をと、私たちも積極的に活動

に参加しています。実際に寄付された文房

具やランドセルを手にとった子供たちは、キ

ラキラした笑顔でとても感謝しており、嬉しそ

うだったとの報告があります。

　今まで使っていたものを届ける、とても簡単

で身近な寄付。どこかで困っている子供たち

を笑顔にでき、夢を応援できる素敵な寄付。

当院のボランティア委員会では、これからも

「自分にもできる」をモットーに、様々な活動

を続けていきます。

ま

「ど

福田 健治）（DXセンター長/脳神経外科部長

　IVRはインターベンショナル・ラジオロ

ジー（Interventional Radiology）の略で、

画像下治療という和名があり、一般的に

「カテーテル治療」や「血管内治療」とも

呼ばれています。X線透視や超音波、

CTでリアルタイムに観察しながら体内に

細い管（カテーテルや針）を入れて診

断、治療する方法です。

　IVRは局所麻酔で行うため身体にあた

える負担が少なく、高齢の患者さんも安

心して治療を受けられます。病気の場所

だけを正確に治療でき、入院期間も短

縮できるなど優れた特徴を持っていま

す。治療できる範囲が非常に幅広いのも

特徴です。私たちの体の中には10万キ

ロに及ぶ血管と多くの管（消化管や尿管

など）が張り巡らされていますが、IVRで

はこの血管や管の“迷路”を体の外から

観察しながら、カテーテルや針を走ら

せ、目標である病気の元に正確にたどり
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着けるからです。

　放射線科IVRの治療対象となる病気に

は、主に以下のようなものがあります。

①事故など外傷によって起こった肝臓破

裂、脾臓破裂、腎臓破裂、骨盤骨折や

消化管出血、喀血などの出血性病変に

対し、出血を止めるための治療として

IVRを活用します。目的とする血管のみ

を閉塞して止血するため、正常な臓器を

温存することができます。

②肝臓癌、転移性腫瘍等、さまざまな悪

性腫瘍に対してIVRを用いて治療を行い

ます。また、治療のほかにもこれらの診

断/検査などでIVRを活用することもあり

ます。

③腹部血管の動脈瘤といった血管性病

変で、動脈瘤の破裂を防ぐための治療と

してIVRを活用します。また肺、腎、四肢

といったさまざまな臓器の脈管異常/血

管奇形に対してもIVRを用いた治療を行

います。

　クリニカルクラークシップとは、医学生が

医療チームの一員として実際の診療に参

加し、より実践的な臨床能力を身に付け

る臨床参加型実習のことです。臨床実習

を行うにあたり、備えておくべき知識・技

能・態度を身につけていることが認められ

た医学生はスチューデントドクターとして

認定され、指導医の監督指導の下、一部

の医療行為が行えるようになります。

　当院では２０２２年１０月より福岡大学医

学部５年生の学外クリニカルクラークシッ

プの受け入れを開始し、１ターム２週間に

２～３人のスチューデントドクターが、診療

チームの一員として、外来・病棟診察、エ

コーや内視鏡などの検査、手術、カンファ

レンス等に参加をし、実際、縫合や問診

などを行っています。

　また、当院独自のカリキュラムとして、救

急外来での夜間の救急実習や、白十字リ

ハビリテーション病院での電気刺激やロ

ボットを使ったリハビリの見学体験も組み

込み、大学病院とは違った様々な経験及

び能力形成ができるような良質な実習を

実施しています。

　白十字病院では、「良き臨床医」を育成

するためにクリニカルクラークシップは必

要不可欠な実習と考えていますので、何

卒ご理解とご協力をお願い申し上げま

す。

　今回の実習では１対１の指導を受け、

様々な病気や手技を目にすることがで

き、 大学ではあまり味わえない実習を行う

ことができたと思います。先生方が気さく

に話しかけてくださったので勉強以外の

話をしたりたくさんのコミュニケーションを

とることができ楽しく実習を行うことができ

ました。　学習以外の面では、 病院の

方々とすれ違う時に皆さんがあいさつをし

てくださったため病院の雰囲気がとてもよ

く、いいなと感じました。
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Y U D A I　 S O N O D A

　　　　は、小学校３年のころからボウリング

　　　　をしています。始めたきっかけは夏

休みのボウリング教室に参加をしたことで

す。その教室で、ジュニアクラブ（習い事）

があることを知り、始めました。初めは習い

事として、楽しむためだけにボウリングをし

ていましたが、４年生になって初めて小学

生の全国大会に出場しました。結果は、

良くありませんでしたが、その大会に出た

ことをきっかけに中学生や高校生の頃に

はNHK杯や年齢制限のない全日本、国

体などにも出場するようになりました。主な

成績としては、国体で７位入賞や全日本

で団体３位や個人優勝などがあります。

　ボウリングは娯楽というイメージを持たれ

ている方が殆どだと思います。私も始めた

ばかりの時はただただ楽しいだけの習い

事でした。でも、本格的にしてみると奥が

深く、会場によってレーンの板の材質が違

う事や、その日のオイルの量や塗り方、湿

度でボールの動きが全く違ったりします。

また、同じ日でもたくさんの人が投げる事

でオイルが減ったり先までオイルが伸びた

りして、ボールの動きが変化して、毎回同

じではないのでとても頭を使います。その

中で状態に合わせてボールを変えたり、

投げる位置を考えたりして高い点数が出

た時の達成感がとても好きです。

　白十字病院に入職して約９か月経ちま

すが、大会の為に休みを希望する時も同

じ病棟の先輩方が調整をして下さったり、

声をかけて下さるおかげで、全てではあり

ませんが出場したい大会に出ることが出

来ています。

　今の環境は当たり前ではないと思ってい

るので、とても感謝しています。これからも

続けていく事が出来るように仕事も頑張っ

ていこうと思います。

今

私

　　　　年で管理栄養士２年目の園田です。　

　　 私が管理栄養士を目指したきっかけ

は、毎日家族へ美味しい食事やお菓子を

作ってくれる母のようになりたいという思いか

ら、食品関係の高校に入学しました。そこで

「栄養」という分野に興味が湧き、食事で多く

の人の健康を支える管理栄養士になりたい

という想いが強くなりました。

　管理栄養士は、４年間大学で基礎栄養学

や臨床栄養学、生化学、衛生管理学などの

栄養や人体について学び、国家試験に合

格することで取得することができます。栄養

士は１～３年程度経験することで管理栄養士

の国家試験資格を取得可能です。管理栄養

士は栄養士と違い、傷病者等の栄養状態に

応じた高度な専門的知識及び技術を要し健

康の保持増進の為の栄養指導、またはその

他の栄養管理業務を行っています。管理栄

養士は主に病院や行政、福祉関連に就業

することが多く、その他にも企業やスポーツ

栄養士として活躍されている方もいます。そ

の中で私が病院栄養士を選んだのは、大学

の実習で患者さんが「入院中はいいけど退

院後が不安だ」という発言がきっかけでした。

患者自身が自己管理をしないと意味がない

ことを知り患者さんの生活に寄り添った管理

栄養士になりたいと思うようになりました。

　現在、私は主に給食管理や個人栄養指

導・集団栄養指導などの業務に従事してい

ます。今後は病棟での栄養管理業務に携わ

り食事や栄養面から健康になるためのサ

ポートを行っていきたいと考えています。ま

た、たとえ疾患があっても美味しく健やかな

食生活を送れるようサポートできる管理栄養

士になりたいと思っています。今後も自己研

鑽し、少しでも皆様のお力になれたらと思い

ますので、食べ物や栄養のことで気になるこ

と等ありましたらお気軽にピンクの制服の管

理栄養士にご相談ください！
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